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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　受信機から引き出された感知器回線に複数の火災感知器を接続し、感知器回線単位に火
災感知器からの発報信号を受信して警報する火災報知システムに於いて、
　前記受信機に設けられ、前記感知器回線の下り信号を所定の一定周期毎に、異なる２つ
の信号レベル間で交互に変化させ、且つ前記一定周期内の２つの信号レベルの時間の長短
により前記一定周期で２値のいずれか一方の値を表して、所望の２値信号を下り信号に変
換して送信する送信回路部と、
　前記火災感知器に設けられ、前記感知器回線から受信した下り信号から前記一定周期内
の前記２つの信号レベルのいずれか一方の時間の長短により前記２値信号を判別して出力
する受信回路部と、
を設け、
　前記受信機の送信回路部は、前記火災感知器に設けたＥＥＰＲＯＭ等の不揮発性メモリ
の読出制御用の２値信号を前記下り信号に変換して送信し、
　前記火災感知器の受信回路部は、前記感知器回線から下り信号を受信して前記不揮発性
メモリの読出コード、アドレスを含む読出制御信号、クロック信号及びチップセレクト信
号を検出することを特徴とする火災報知システム。
【請求項２】
　請求項１記載の火災報知システムに於いて、
　前記受信機の送信回路部は、前記感知器回線の下り信号電圧を所定の監視レベルとそれ
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より低い所定の信号レベルとの間で交互に変化させ、且つ前記監視レベル及び信号レベル
の時間の長短により前記２値信号を下り信号に変換して送信し、
　前記火災感知器の受信回路部は、前記感知器回線の受信した下り信号から前記監視レベ
ル又は信号レベルのいずれか一方の時間の長短により前記２値信号を判別して出力するこ
とを特徴とする火災報知システム。
【請求項３】
　請求項１記載の火災報知システムに於いて、前記火災感知器は、前記不揮発性メモリの
所定のアドレスに特定位置の１ビットのみが他のビットと区別されたビット値となる固有
の番号データを記憶し、前記受信機からの前記所定のアドレスを指定した前記番号データ
の読出し動作に対して前記特定位置の１ビットの出力タイミングで固有の応答用の上り信
号を送出することを特徴とする火災報知システム。
【請求項４】
　請求項１記載の火災報知システムに於いて、
　前記受信機の送信回路部は、前記２つの信号レベルのいずれか一方の時間を予め定めた
制御の種類毎に異なる時間長とした前記２値信号と区別される下り信号を送信し、
　前記火災感知器の受信回路部は、前記感知器回線から下り信号を受信して前記２値信号
と区別されるいずれか一方の信号レベルの時間を検出し、検出時間に対応して予め定めた
種類の制御処理を実行させることを特徴とする火災報知システム。
【請求項５】
　請求項４記載の火災報知システムに於いて、
　前記受信機の送信回路部は、感知器応答制御、火災監視制御及び火災試験制御のそれぞ
れに対応して所定の監視レベル又はそれより低い所定の信号レベルのいずれか一方の時間
を異なる時間長に設定して前記各制御に応じた下り信号を送信し、
　前記火災感知器の受信回路部は、前記感知器回線から下り信号を受信して前記監視レベ
ル又は信号レベルのいずれか一方の時間を検出し、検出時間に対応して前記感知器応答制
御、火災監視制御又は火災試験制御のいずれかの制御処理を実行させることを特徴とする
火災報知システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、受信機から引き出された感知器回線に複数の火災感知器を接続し、回線単位
に火災感知器からの共通の火災信号若しくは火災表示信号を受信して警報するＰ型の火災
報知システムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、Ｐ型として知られた火災報知システムにあっては、図２０のように、受信機１０
０から引き出された感知器回線１０２に複数の火災感知器１０４を接続し、回線単位に火
災感知器からの発報信号を受信して火災を警報するようにしている。
【０００３】
　また感知器回線１０４の終端には終端抵抗１０６を接続して受信機１００で断線を監視
している。受信機１００による断線監視は、感知器回線１０２に断線がなければ終端抵抗
１０６に規定の電流が流れ、規定の線間電圧が得られることから正常と判断し、一方、断
線時には終端抵抗１０６に電流が流れなくなることで線間電圧が規定電圧に対し増加し、
この線間電圧の増加を検出して断線と判断し、断線を示す障害警報を出すようにしている
。
【０００４】
　更に、従来のＰ型火災報知システムにあっては、受信機に発報検索部を設け、火災発報
を検出した際に、発報回線に検索用の下り信号を送出して発報した火災感知器を検索し、
これに対応して火災感知器に受信機からの下り信号を判別して返送する検索応答部を設け
ている。
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【０００５】
　図２１は、従来のＰ型火災報知システムにおける受信機からの下り信号による火災感知
器の応答動作のタイミングチャートであり、火災感知器に設けたＥＥＰＲＯＭの読出動作
によって感知器応答を行う場合である。
【０００６】
　まず受信機から感知器回線に対しＬ－Ｃ間電圧として、監視レベル１１ボルト、これよ
り高い信号レベル１８ボルトと２４ボルトの３値で変化する下り信号に読出コード及びア
ドレスを含む読出制御信号を変換して送出する。感知器側にあっては、受信した下り信号
の１１ボルトと１８ボルトの変化から、図２１（Ｂ）のように、クロック信号を検出し、
電圧信号の１８ボルトと２４ボルトの変化から、図２１（Ｃ）のように、ダミークロック
、スタートビット、読出オペコード、アドレスビット及びシリアルビット出力用のデータ
ビットからなるデータ信号を検出する。
【０００７】
　ここでＥＥＰＲＯＭの読出アドレスには３２ビットの内、データビットＤ２のみをビッ
ト値１とし、残りをすべてビット値０としたデータが格納されており、このためデータビ
ットＤ２の出力タイミングでビット値１が読み出され、これに対応して図２１（Ｄ）のよ
うに、感知器回線に感知器応答電流を流し、受信機に応答用の上り信号を送出する。この
ように下り信号として３値を使用する理由は、データと同時にクロックを検出するためで
ある。
【０００８】
　なお、図２１は監視時における受信機からの呼出動作を例にとっているが、火災時には
火災を検出した火災感知器が感知器回線に発報電流を流し、このため感知器回線の電圧は
例えば４ボルトに低下する。このため火災発報中の受信機からは、発報レベル４ボルト、
これより高い信号レベル７ボルトと１０ボルトの３値で変化する下り信号に読出オペコー
ド及びアドレスを含む読出制御信号を変換し、電圧は異なるが同様にして感知器応答を行
うことができる。
【特許文献１】特開平５－１０８９７５号公報
【特許文献２】特開平７－２００９５７号公報
【特許文献３】特開２００１－１８４５７１号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　しかしながら、このような従来のＰ型の火災報知システムにおいては、受信機から火災
感知器に送信する下り信号に、例えば監視時の１１ボルト，１８ボルト，２４ボルトとい
うように３値を使用しているため、受信機側の送信回路及び感知器側の受信回路が複雑と
なり、また、監視レベルが３値の信号レベルを確保するために低くなり、このことが火災
感知器の設計に多くの制約を与えている。
【００１０】
　また、火災報知システムにおいては、受信機から火災感知器等の端末に、監視や試験な
どの各種の制御信号を送ることがあるが、従来のシステムでは回路が非常に複雑となる。
【００１１】
　本発明は、このような問題を解決するためになされたものであり、データ及びクロック
の同時検出を可能とする２値の下り信号の送信により回路構成を簡単にし、感知器の設計
制約を低減するＰ型の火災報知システムを提供することを目的とする。
【００１２】
　また本発明は、受信機から各端末へ各種の制御信号の送信及び受信する回路構成を簡単
にする火災報知システムを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１３】
　この目的を達成するため本発明は次のように構成する。
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【００１４】
　本発明は、受信機から引き出された感知器回線に複数の火災感知器を接続し、回線単位
に火災感知器からの発報信号を受信して警報する火災報知システムに於いて、受信機に設
けられ、感知器回線の下り信号を所定の一定周期毎に、異なる２つの信号レベル間で交互
に変化させ、且つ前記一定周期内の２つの信号レベルの時間の長短により前記一定周期で
２値のいずれか一方の値を表して、所望の２値信号を下り信号に変換して送信する送信回
路部と、火災感知器に設けられ、感知器回線から受信した下り信号から前記２つの信号レ
ベルのいずれか一方の時間の長短により２値信号を判別して出力する受信回路部とを設け
たことを特徴とする。

【００１５】
　ここで、受信機の送信回路部は、火災感知器に設けたＥＥＰＲＯＭ等の不揮発性メモリ
の読出制御用の２値信号を前記下り信号に変換して送信し、火災感知器の受信回路部は、
感知器回線から下り信号を受信して不揮発性メモリの読出オペコード、アドレスを含む読
出制御信号、クロック信号及びチップセレクト信号を検出する。

【００１６】
　また、受信機の送信回路部は、感知器回線の下り信号電圧を所定の監視レベルとそれよ
り低い所定の信号レベルとの間で交互に変化させ、且つ監視レベル又は信号レベルのいず
れか一方のレベル時間の長短により前記２値信号を下り信号に変換して送信し、火災感知
器の受信回路部は、感知器回線の受信下り信号から監視レベル又は信号レベルのいずれか
一方のレベル時間の長短により前記２値信号を判別して出力する。

【００１７】
　火災感知器は、不揮発性メモリの所定のアドレスに特定位置の１ビットのみが他のビッ
トと区別されたビットとなる固有の番号データを記憶し、受信機からの所定のアドレスを
指定した前記番号データの読出し動作による特定ビットの出力タイミングで固有の応答用
の上り信号を送出する。
【００１８】
　本発明の火災報知システムに於いては、受信機の送信回路部は、２つの信号レベルのい
ずれか一方のレベル時間を予め定めた制御の種類毎に異なる時間長とした下り信号を送信
し、火災感知器の受信回路部は、感知器回線から下り信号を受信していずれか一方の信号
レベルの時間を検出し、検出時間に対応して予め定めた種類の制御処理を実行させること
を特徴とする。
【００１９】
　この場合、受信機の送信回路部は、感知器応答制御、火災監視制御及び火災試験制御の
それぞれに対応して所定の監視レベル又はそれより低い所定の信号レベルのいずれか一方
のレベル時間を異なる時間長に設定して各制御に応じた下り信号を送信し、火災感知器の
受信回路部は、前記感知器回線から下り信号を受信して前記監視レベル又は信号レベルの
いずれか一方のレベル時間を検出し、検出時間に対応して前記感知器応答制御、火災監視
制御又は火災試験制御のいずれかの制御処理を実行させる。
【発明の効果】
【００２１】
　本発明の火災報知システムは、受信機から火災感知器に対する下り信号として、下り信
号を異なる２つの信号レベル間で交互に変化させ、且つ下り信号レベルのいずれか一方の
レベル時間の長短により所望の２値信号を下り信号電圧に変換して送信することにより、
２値の信号レベルの変化であっても、感知器側でのデータ及びクロックの同時検出を可能
とする下り信号の伝送をすることができ、送信回路部および受信回路部を２値とした分、
簡単にすることができ、コストの低減を図ることができる。
【００２２】
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　また２値の信号レベルのうちの低いほうのレベルを監視レベルとすることから、３値の
下り信号に比べ監視レベルの電圧を十分に高いレベルに確保することができ、監視状態で
火災感知器に供給できる電源電圧が高くなり、その分、火災感知器を設計する際の制約を
少なくすることができ、設計の自由度を高めることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２４】
　図１は本発明による火災報知システムの説明図である。図１において、受信機１からは
感知器回線１８－１～１８－ｍが引き出され、それぞれ受信機１からの下り信号による呼
出しに対し応答機能を備えた火災感知器４－１１～４－ｍｎを接続している。なお感知器
回線１８－１～１８－ｍごとに接続している感知器台数は、それぞれｎ台とした場合を例
にとっている。
【００２５】
　火災感知器４－１１～４－ｍｎとしては、光電式煙感知器、半導体式熱感知器、差動式
熱感知器、定温式熱感知器などの各種の火災感知器を接続することができ、火災を検出し
たときに感知器回線１８－１～１８－ｍを短絡させて受信機１に火災信号を送出する。
【００２６】
　火災感知器４－１１～４－ｍｎは、火災検出部に加え、監視時に受信機１から定期的に
送信される下り信号に対し固有信号を上り信号として応答する固有信号応答部を備え、こ
の上り信号の応答によって受信機１における例えば断線監視を行わせている。
【００２７】
　火災感知器４－１１～４－ｍｎの固有信号応答部はＥＥＰＲＯＭなどの不揮発性メモリ
を備え、不揮発性メモリの所定のアドレスに特定位置の１ビットのみがビット値１となる
固有の番号データを記憶しており、受信機１からの確認信号に基づく番号データの読出し
によるビット値１の出力タイミングで上り信号を送出する。
【００２８】
　受信機１にはＭＰＵ６が設けられ、ＭＰＵ６に対しては操作部８、警報表示部９、地区
表示部１０、移報出力部１１及びメモリ１２が設けられている。
【００２９】
　またＭＰＵ６の感知器回線側には回線単位に監視回路部７－１～７－ｍが設けられる。
監視回路部７－１～７－ｍのそれぞれからは感知器回線１８－１～１８－ｍが引き出され
、火災感知器４－１１～４－ｍｎが接続されている。
【００３０】
　監視回路部７－１～７－ｍは、監視回路部７－１に代表して示すように、電圧制御回路
１５、出力バッファ回路１６及び電流検出回路１７を備える。このうち電圧制御回路１５
と出力バッファ回路１６が下り信号の送信回路部を構成しており、電流検出回路１７が感
知器側からの上り信号の受信回路部を構成している。
【００３１】
　本発明の電圧制御回路１５及び出力バッファ回路１６で構成される下り信号の送信回路
部は、感知器回線１８－１の下り信号電圧を異なる大小２つの信号レベルの間で交互に変
化させ、且つ下り信号レベルのいずれか一方のレベル時間の長短により、感知器側で必要
とするデータ及びクロックの検出に必要な２値信号を下り信号電圧に変換して送信する。
【００３２】
　具体的には、電圧制御回路１５は下り信号電圧を監視レベルである１８ボルトと、それ
より高い２４ボルトの間で交互に変化させ、監視レベルとなる１８ボルトのレベル期間の
長短によりビット値０，１に対応した２値信号を下り信号電圧に変換して感知器回線１８
－１に出力する。
【００３３】
　監視回路部７－１～７－ｍに対応して、ＭＰＵ６には受信制御部１３の機能に加え監視
制御部１４の機能が設けられている。受信制御部１３は回線単位に発報信号を検出して警
報表示、即ち火災代表表示と地区表示（発報回線表示）を行う。監視制御部１４は感知器
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回線単位に下り信号を送信し、各回線に接続している火災感知器から上り信号を応答させ
、応答があれば火災感知器は正常と判断し、応答がない場合には火災感知器の障害と判断
して障害表示を行う。
【００３４】
　なお、例えば感知器回線１８－１に接続している火災感知器４－１１～４－１ｎのうち
、受信機１側から見て特定の火災感知器以降の火災感知器の応答が全て得られないような
場合には、その位置で感知器回線の断線が発生したと判断して、断線結果を示す障害表示
を行うこともできる。断線状態を速やかに検出するため、この確認信号の送出タイミング
は１分以内間隔で定期的に行うことが望ましい。
【００３５】
　監視制御部１４から火災感知器４－１１～４－ｍｎに対する下り信号は、火災感知器４
－１１～４－ｍｎの固有信号応答部に設けているＥＥＰＲＯＭの所定アドレスに対する読
出動作信号である。このＥＥＰＲＯＭの読出アドレスには、特定位置の１ビットのみを１
、他を全て０とした感知器回線に対応した固有の番号データが予め書き込まれている。
【００３６】
　このため、感知器回線１８－１～１８－ｍごとに受信機１からの下り信号によるＥＥＰ
ＲＯＭの所定アドレスを指定した固有の番号データの読出しによるビット値１の出力タイ
ミング（ビット値１の出力期間）で、上り信号を感知器回線に送出して応答する。なおＥ
ＥＰＲＯＭの読出アドレスの固有の番号データは、特定位置のみをビット値０とし、他の
位置をビット値１としてもよい。
【００３７】
　図２は図１の火災感知器４の実施形態を示した回路ブロック図である。火災感知器４は
感知器回線の接続端子Ｌ，Ｃに続いて、整流・ノイズ吸収回路２１、発報回路２２、電源
回路２４、信号処理回路２５、検出回路２６を設けている。
【００３８】
　検出回路２６は、火災による煙や熱に応じた検出信号を信号処理回路２５に出力する。
信号処理回路２５は、例えば検出回路２６からの検出信号が予め定めた火災判定の閾値を
超えたときに発報回路２２に火災信号Ｅ２を出力し、後の説明で明らかにするＥＸ－ＯＲ
回路３２の出力によるトランジスタ２３のスイッチングにより、感知器回線に抵抗Ｒで定
まる発報電流Ｉｃを流し、これによって火災信号を受信機側に送出する。
【００３９】
　また信号処理回路２５は、検出回路２６が例えば発光素子の間欠発光で煙による散乱光
を検出する散乱光式煙検出回路の場合には、間欠発光で得られる検出信号の２カウントで
発報回路２２を動作して火災信号を送出させる。また半導体素子を用いた熱検出にあって
は、コンパレータにより火災判断の閾値を超えたときに発報回路２２を動作して火災信号
を出力させる。
【００４０】
　このような火災感知器４の基本的な回路に加え本発明にあっては、受信機１側の監視制
御機能に対応して固有信号応答部２７を設けている。固有信号応答部２７は、クロック検
出回路２８、データ検出回路２９、チップセレクト検出回路３０、不揮発性メモリとして
のＥＥＰＲＯＭ３１、ＥＸ－ＯＲ回路（排他的論理和回路）３２及び発報検出回路３３で
構成される。
【００４１】
　クロック検出回路２８は、図１のＭＰＵ６に設けた監視制御部１４からの下り信号に基
づく感知器回線間の監視レベル１８ボルトと、これより高い信号レベル２４ボルトの２値
で変化する下り信号を入力し、下り信号の２値の変化に同期したクロックパルスを検出し
てＥＥＰＲＯＭ３１に出力する。
【００４２】
　データ検出回路２９は、受信機からの２値の下り信号を入力し、下り信号における監視
レベル１８ボルトの時間長（パルス幅）の判定によりデータ値０，１を検出し、ＥＥＰＲ
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ＯＭ３１の読出動作のためのオペコード、アドレス、データ出力タイミングを示すデータ
値を出力する。
【００４３】
　チップセレクト検出回路３０は感知器回線間の２値の下り信号を入力し、下り信号が得
られている時間に亘りチップセレクト検出信号を出力して、ＥＥＰＲＯＭ３１の読出動作
のためのチップセレクトを行う。
【００４４】
　更に発報検出回路３３は、同一感知器回線の他の火災感知器で火災信号の送出が行われ
たとき、このときの感知器回線の電圧から他の火災感知器の発報状態を検出し、信号処理
回路２５の動作を抑止し、且つ受信機１からの検索信号に対する応答のためのＥＥＰＲＯ
Ｍ３１の読出動作を抑止するようにしている。
【００４５】
　これによって、同一感知器回線に接続されている複数の火災感知器のうち、最初に火災
を検出して発報した火災感知器のみが火災信号の出力動作と受信機１からの検索に対する
火災応答を行うことができ、２番目以降に火災を検出した火災感知器における火災発報信
号の出力と検索に対する応答を禁止することができる。
【００４６】
　図３は図１の受信機１からの下り信号に対する図２のデータ検出回路２９及びチップセ
レクト検出回路３０の検出動作のタイムチャートである。図３（Ａ）は、火災感知器にお
いてＬ－Ｃ間電圧として受信される感知器回線による受信機１からの下り信号であり、こ
の実施形態にあっては監視レベルとなる１８ボルトと、これより高い信号レベルとなる２
４ボルトの２つの信号レベルの間で信号電圧を交互に変化させることで、例えばデータ「
１００１１」の２値信号を送っている。
【００４７】
　ここで下り信号は繰返し周期Ｔを持っているが、データ値１，０に応じて監視レベル１
８ボルトの時間、即ちパルス的に見て後半のＬレベル区間となる時間を変化させるパルス
幅変調を行っている。例えばデータ値１については、周期Ｔのパルス信号のうちの後半の
監視レベル１８ボルトとなるＬレベル区間の時間をＴ１時間とし、一方データ値０につい
ては同じく後半の監視レベル１８ボルトとなるＬレベル区間の時間をそれより短いＴ０時
間としている。
【００４８】
　このため図２のデータ検出回路２９にあっては、受信した下り信号のパルスごとに監視
レベル１８ボルトとなるＬレベル時間を監視し、Ｔ１時間であればデータ値１を次のパル
ス周期で図３（Ｃ）のデータのように出力し、Ｔ０時間であれば次の周期でデータ値０を
出力する。
【００４９】
　一方、図２のチップセレクト検出回路３０にあっては、図３（Ａ）のように最初に下り
信号が監視レベル１８ボルトからそれより高い信号レベル２４ボルトに増加したことを検
出して、図３（Ｂ）のようにチップセレクト検出信号をＨレベルにオンする。
【００５０】
　その後は、下り信号の電圧が監視レベルの１８ボルトとなっている時間がデータ値１の
判定に使用しているＴ１時間より長いＴ２時間以上継続したときに、図３（Ｂ）のように
チップセレクト検出信号をＨレベルからＬレベルにオフする。これによって、受信機より
下り信号が得られている間、チップセレクト検出信号がＨレベルにオンし、ＥＥＰＲＯＭ
３１のチップセレクト動作を行うことになる。
【００５１】
　図４は図３のような下り信号に対しチップセレクト検出信号及びデータ検出を行う図２
のデータ検出回路２９及びチップセレクト検出回路３０の実施形態を示した回路図である
。
【００５２】
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　図４において、データ検出回路２９には、反転アンプ３４、時定数回路３５、コンパレ
ータ３６、アンドゲート３７、ＲＳ－ＦＦ３８、時定数回路３９、コンパレータ４０が設
けられる。またチップセレクト検出回路３０には、コンパレータ４１、時定数回路４２、
コンパレータ４３、ＲＳ－ＦＦ４４が設けられる。
【００５３】
　データ検出回路２９の反転アンプ３４は、図３（Ａ）のような下り信号を反転し、時定
数回路３５，３９に入力する。なお反転アンプ３４の出力はチップセレクト検出回路３０
の時定数回路４２にも同時に入力される。
【００５４】
　時定数回路３５はダイオードＤ１、抵抗Ｒ１、コンデンサＣ１、スイッチＳ１を備え、
抵抗Ｒ１，コンデンサＣ１の値による時定数を図３（Ａ）のデータ値１に対応した監視レ
ベル１８ボルトのＴ１時間に対応した値としている。このため、反転アンプ３４で反転さ
れた下り信号により、ダイオードＤ１、抵抗Ｒ１を介してコンデンサＣ１が充電され、コ
ンデンサＣ１の充電電圧はＴ１時間を経過したときにコンパレータ３６の基準電圧Ｖｒに
達し、これによってコンパレータ３６の出力が０から１に立ち上がる。
【００５５】
　一方、時定数回路３９は、ダイオードＤ２、抵抗Ｒ２、コンデンサＣ２、スイッチＳ２
で構成され、抵抗Ｒ２とコンデンサＣ２の値で決まる時定数として、図３（Ａ）の下り信
号における監視レベル１８ボルトのデータ値０に対応したＴ０時間を設定している。
【００５６】
　このため、反転アンプ３４で反転された下り信号によりダイオードＤ２、抵抗Ｒ２を介
してコンデンサＣ２が充電され、Ｔ０時間後にコンデンサＣ２の充電電圧はコンパレータ
４０の基準電圧Ｖｒに達し、コンパレータ４０の出力が０から１に立ち上がる。時定数回
路３５，３９に設けたコンデンサＣ１，Ｃ２のそれぞれに並列接続したスイッチＳ１，Ｓ
２は、クロック検出信号ＣＫの立ち上がりに同期してスイッチオンし、コンデンサＣ１，
Ｃ２を放電リセットする。
【００５７】
　コンパレータ３６，４０の出力はアンドゲート３７に入力され、アンドゲート３７の出
力はＲＳ－ＦＦ３８のセット入力端子Ｓに接続される。
【００５８】
　ここで下り信号の監視レベル１８ボルトの時間がデータ値１に対応したＴ１時間であっ
た場合、まずＴ０時間経過時に時定数回路３９のコンデンサＣ２の充電電圧が基準電圧Ｖ
ｒに達し、コンパレータ４０の出力が０から１に立ち上がる。その後、Ｔ１時間に達した
ときに時定数回路３５のコンデンサＣ１の充電電圧が基準電圧Ｖｒに達し、コンパレータ
３６の出力が０から１に立ち上がり、このときアンドゲート３７の出力が０から１となる
。ＲＳ－ＦＦ３８はクロック検出信号ＣＫの立ち上がりで動作し、そのときアンドゲート
３７の出力は１となっていることから、セット動作が行われ、出力Ｑを０から１として、
これがデータ検出信号となる。
【００５９】
　また、ＲＳ－ＦＦ３８のクロック検出信号ＣＫのセット動作のタイミングでアナログス
イッチＳ１，Ｓ２がオンして、コンデンサＣ１，Ｃ２の放電リセットが行われ、次の下り
信号の時間検出に備える。
【００６０】
　下り信号の監視レベル１８ボルトの時間がデータビット０に対応したＴ０時間であった
場合には、時定数回路３９のコンデンサＣ２がＴ０時間後に基準電圧Ｖｒに達し、コンパ
レータ４０の出力が０から１となるが、時定数回路３５のコンデンサＣ１の充電電圧はＶ
ｒに達せず、コンパレータ３６の出力は０のままである。
【００６１】
　したがってＲＳ－ＦＦ３８は、クロック検出信号ＣＫのタイミングでアンドゲート３７
の出力０を読み込んでＱ出力として０となるデータ検出信号を出力する。これによって、
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図３（Ａ）のような監視レベル１８ボルトと信号レベル２４ボルトの２値で変化する下り
信号から図３（Ｃ）のようなデータ検出信号を検出することができる。
【００６２】
　チップセレクト検出回路３０は、下り信号が図３（Ａ）のように、最初に監視レベル１
８ボルトから信号レベル２４ボルトに増加したことをコンパレータ４１で検出し、ＲＳ－
ＦＦ４４のセット動作を行って、図３（Ｂ）のようにチップセレクト検出信号をハイレベ
ルとする。
【００６３】
　その後は反転アンプ３４より監視レベル１８ボルトの時間がＴ１時間またはＴ０時間と
なって入力されるが、時定数回路４２はデータ値１に対応したＴ１時間より長いＴ２時間
に対応して、抵抗Ｒ３とコンデンサＣ３による時定数を決めており、したがって監視レベ
ル１８ボルトのＴ１時間及びＴ０時間の入力についてはコンデンサＣ３の充電電圧は基準
電圧Ｖｒに達することがなく、コンパレータ４３の出力は１を保持している。
【００６４】
　その後、下り信号が断たれて監視レベル１８ボルトの時間がＴ２時間継続すると、時定
数回路４２のコンデンサＣ３の充電電圧が基準電圧Ｖｒに達し、コンパレータ４３の出力
が０から１に立ち上がる。このためＲＳ－ＦＦ４４のリセット動作が行われ、チップセレ
クト検出信号はそれまでのハイレベルからローレベルに立ち下がる。
【００６５】
　更に、チップセレクト検出信号はデータ検出回路２９のＲＳ－ＦＦ３８のリセット端子
Ｒに与えられており、ＲＳ－ＦＦ３８の強制的なリセット動作が行われる。
【００６６】
　次に図２の固有信号応答部２７に設けているＥＥＰＲＯＭ３１について説明する。ＥＥ
ＰＲＯＭ３１は、そのアドレスごとに３２ビットデータを記憶することができる。本発明
のＥＥＰＲＯＭ３１にあっては、特定のアドレス例えばアドレス「３８」に受信機１から
の下り信号に対し上り信号を応答するための番号データを格納している。
【００６７】
　図５は図１の感知器回線１８－１～１８－ｍの火災感知器４－１１～４－ｍｎに設けて
いるＥＥＰＲＯＭ３１－１１～３１－ｍｎを取り出し、アドレス「３８」における番号デ
ータの格納状態を示している。例えば感知器回線１８－１を例にとると、各火災感知器の
ＥＥＰＲＯＭ３１－１１～３１－１ｎはアドレス「３８」の３２ビットデータのうち、受
信機１側から終端側に向けてデータビットＤ０，Ｄ１，…Ｄ３１のそれぞれをビット値１
とし、他の全てをビット値０とした固有の番号データを格納している。このような感知器
回線１８－１のアドレス「３８」における番号データは、他の感知器回線１８－２～１８
－ｍについても同じである。
【００６８】
　このように感知器回線１８－１～１８－ｍごとに接続した火災感知器につき、同じ感知
器回線の火災感知器のＥＥＰＲＯＭにおけるビット値１の格納ビット位置を順次ずらした
番号データを格納しておくことで、受信機１からのアドレス「３８」の読出動作を指定し
た下り信号に基づき、感知器回線単位に全ての接続感知器のＥＥＰＲＯＭの読出動作が同
時に行われ、上り信号を順番に応答させることができる。
【００６９】
　各感知器回線の終端用火災感知器に設定する固有の番号データは、各火災感知器４のＥ
ＥＰＲＯＭ３１のアドレス「３８」に共通の終端用データビット位置、例えばデータビッ
トＤ３１に設定しておくと、受信機からの下り信号の送出による感知器回線の断線監視に
おいて、終端用の特定ビットタイミング（データビットＤ３１）において上り信号がこな
かった場合には自動的に断線障害と判断するようにしても良い。
【００７０】
　図６は図２のＥＸ－ＯＲ回路３２による応答信号Ｅ１と火災信号Ｅ２の入力に対する出
力と、ＥＸ－ＯＲ回路３２の出力に基づく発報回路２２による上り信号を一覧で示してい
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る。図６において、まず監視時の受信機１より下り信号が出力されていない状態では、応
答信号Ｅ１及び火災信号Ｅ２が共にＬレベルであり、ＥＸ－ＯＲ回路３２の出力もＬレベ
ルとなっており、上り信号としての電流は０となっている。
【００７１】
　監視時に受信機１からの下り信号を受けて、ＥＥＰＲＯＭ３１がアドレス「３８」の特
定のデータビット１の読出出力により応答信号Ｅ１をＨレベルとすると、このとき火災信
号Ｅ２はＬレベルにあることから、ＥＸ－ＯＲ回路３２の出力はＨレベルとなる。ＥＸ－
ＯＲ回路３２の出力がＨレベルとなると、発報回路２２のトランジスタ２３をスイッチン
グし、感知器回線Ｌ－Ｃ間に抵抗Ｒで定まる発報電流Ｉｃを流し、これが終端用火災感知
器４からの上り信号として受信機１に送られる。
【００７２】
　一方、火災時にあっては、火災信号Ｅ２がＨレベルとなり、応答信号Ｅ１がＬレベルの
場合には、ＥＸ－ＯＲ回路３２の出力がＨレベルとなり、発報回路２２のトランジスタ２
３をスイッチングし、抵抗Ｒで決まる発報電流Ｉｃを感知器回線Ｌ－Ｃ間に流し、受信機
１に火災信号を送出する。
【００７３】
　この火災発報中に受信機１から上り信号が送出されると、ＥＥＰＲＯＭ３１から出力さ
れる応答信号Ｅ１がデータビット１の読出タイミングでＨレベルとなり、このためＥＸ－
ＯＲ回路３２の出力は応答信号Ｅ１が出力されている区間のあいだＬレベルとなり、発報
回路２２のトランジスタ２３をオフに復旧して一時的に発報電流を０とする火災信号なし
の状態とする。
【００７４】
　このため受信機１側にあっては、火災発報信号の受信機中にあっても、その間に一時的
に火災信号が断たれることで、火災感知器４からの下り信号に対する上り信号の応答であ
ることを認識し、火災を検出した火災感知器を特定することができる。
【００７５】
　図７は図２の火災感知器４に対する図１の受信機１からの下り信号に対する上り信号の
応答動作を示したタイミングチャートである。なお図７にあっては、説明を簡単にするた
め、受信機１の監視回路部７－１から引き出された感知器回線１８－１に対してのみ下り
信号を送出した場合を例に取っている。
【００７６】
　図７（Ａ）は、図１の受信機１のＭＰＵ６に設けている監視制御部１４からの指示に基
づき、監視回路部７－１より感知器回線１８－１に出力された２値の下り信号であり、監
視レベル１８ボルトと信号レベル２４ボルトの間で変化させており、更に下り信号は、そ
の周期Ｔにつき、図３（Ａ）に示したようにデータ値１については監視レベル１８ボルト
となるＬレベル時間をＴ１時間、データ値０については監視レベル１８ボルトとなるＬレ
ベル時間をそれより短いＴ０時間としたパルス幅変調を行って、下り信号を送出している
。
【００７７】
　このような感知器回線１８－１の下り信号は、図２の火災感知器４のクロック検出回路
２８に入力され、図７（Ｂ）のような下り信号に同期したクロック信号を検出し、ＥＥＰ
ＲＯＭ３１に対しクロックとして供給する。
【００７８】
　ここで図７（Ｂ）のクロック信号は、パルス幅変調された下り信号と同じ異なるパルス
幅を持っているが、クロック信号としては、その立ち上がりタイミングを有効として動作
することから、パルス幅の相違は特に問題にはならない。
【００７９】
　また下り信号によるデータの前半は、図７（Ｄ）に示すように、ダミークロック、スタ
ートビット、読出オペコード、アドレスビットであることから、これを表わすデータ値０
，１に対応したパルス幅変調が行われているが、後半のＥＥＰＲＯＭ３１の３２ビットデ
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ータのシリアル読出出力に使用するデータビットについては単なるクロックタイミングの
みを与えることから、その部分についてはデューティ５０％の通常のクロックを持つ下り
信号としており、これに同期して図７（Ｂ）のクロックもデューティ５０％のクロックパ
ルスを検出している。なお、デューティは５０％とするが、これ以外でも動作可能である
（デューティに対する制限はない）。
【００８０】
　また図７（Ｃ）のように、チップセレクト検出回路３０は、図７（Ａ）における下り信
号の最初の監視レベル１８ボルトから信号レベル２４ボルトへの電圧増加を検出してチッ
プセレクト検出信号をＨレベルにオンし、このチップセレクト検出信号は下り信号が断た
れ、監視時の１８ボルトに戻る時間が図３のＴ２時間に達するとＬレベルにオフする。
【００８１】
　図７（Ｄ）はデータ検出回路２９で検出されたデータであり、先頭からダミークロック
「００」、スタートビット「１」、読出オペコード「１０」、アドレスビット「１００１
１０」（アドレス「３８」）、更に３２ビットのデータビットＤ３１～Ｄ０に対応した読
出タイミングを出力する。
【００８２】
　この３２ビットのデータビットＤ３１～Ｄ０のうち、図１の火災感知器４－１ｎを例に
取ると、図５のＥＥＰＲＯＭ３１－１ｎのように、データビットＤ３１にビット値１を予
め格納しており、残りデータビットＤ３０～Ｄ０はビット値０が格納され、ビット値１を
格納しているデータビットＤ３１の読出ビット出力がＥＥＰＲＯＭ３１－１から出力され
る応答信号Ｅ１となる。
【００８３】
　このため監視時にあっては、図７（Ｅ）のように、ビット値１を格納している先頭のデ
ータビットＤ３１の読出ビット出力が応答信号Ｅ１をＨレベルとしてＥＸ－ＯＲ回路３２
に入力し、その出力をＨレベルとし、発報回路２２のトランジスタ２３をスイッチングし
、これによって抵抗Ｒで定まる発報電流Ｉｃを図７（Ｅ）のように監視時の応答電流とし
て感知器回線に流し、これによって受信機１からの下り信号に対し火災感知器４－１ｎは
上り信号を応答することになる。
【００８４】
　続いて火災感知器４－１，ｎ－１～４－１１のデータビットＤ３０～Ｄ０の順番に、同
じ感知器回線に対し上り信号の応答が行われ、受信機１で火災感知器の障害有無が監視で
きる。
【００８５】
　受信機１は接続されている火災感知器４それぞれの固有データビット位置を記憶してお
くことで、接続されている火災感知器の全てから上り信号を受信すれば感知器が正常であ
ると判断し、記憶したデータビット位置において上り信号を受信しない場合は、そのデー
タビット位置に対応する火災感知器４が故障であると判断し、異常表示を行う。
【００８６】
　また、受信機においては感知器回線１８に接続された火災感知器４の個数を記憶してお
き、上り信号のビット数を計数して、記憶している感知器接続個数と同じかどうかを比較
して、全ての火災感知器の正常異常を判断するようにしてもよい。
【００８７】
　さらに、複数の火災感知器から応答がない場合に火災感知器の接続順序が予めわかって
いれば、感知器回線１８のどの場所で断線しているかを判断することができ、より詳細な
異常表示を行うことができる。
【００８８】
　一方、火災感知器４－１ｎ自身で火災を検出した場合には、火災検出時に信号処理回路
２５から出力される火災信号Ｅ２がＨレベルとなり、このとき応答信号Ｅ１はＬレベルで
あることから、ＥＸ－ＯＲ回路３２の出力がＨレベルとなり、発報回路２２のトランジス
タ２３をスイッチングし、抵抗Ｒで定まる発報電流Ｉｃを例えば図７（Ｆ）のように火災
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発生時から継続的に感知器回線１８－１に流し、受信機に対し火災信号を送出している。
【００８９】
　このような火災発報中に火災を検出した感知器を検索するため、受信機１より下り信号
が出力された場合には、図７（Ｄ）のデータビットＤ３１のビット出力のタイミングで応
答信号Ｅ１がＨレベルとなり、このとき火災信号Ｅ２もＨレベルであることから、ＥＸ－
ＯＲ回路３２の出力はデータビットＤ３１の読出期間の間、Ｌレベルとなってトランジス
タ２３をオフし、図７（Ｆ）のように一時的に発報電流が断たれ、これによって受信機１
にあっては下り信号に対する終端用火災感知器３からの上り信号の応答タイミングを認識
することができる。
【００９０】
　ここで、下り信号の電圧は低下するが、その電圧は、火災感知機内部の回路が正常に動
作できる電圧以上に保たれる。
【００９１】
　一方、感知器回線１８－１の中で火災検出を行っていない火災感知器４－１ｎ以外の火
災感知器にあっては、ＥＥＰＲＯＭのアドレス「３８」の読出動作を行なおうとするが、
その固有信号応答部２７に設けている発報検出回路３３により火災感知器４－１ｎの発報
が検出されて、ＥＥＰＲＯＭの読出動作が抑止され、火災発報に伴う検索用の下り信号に
対し火災を検出していない火災感知器からの応答は行なわれない。
【００９２】
　なお、図３、図７の実施例においては、受信機からの送出する下り信号は、一定周期毎
に１８ボルトの監視レベルに対応したＬレベル時間を変えたデータ値１もしくは０を送出
しているが、これに限らず、例えば図８に示すように、一定周期でなく、１８ボルトの監
視レベルのＬレベル時問が共通で、その後につづく２４ボルトの信号レベルのＨレベルの
時間を変えたパルス幅変調によりデータ値１、０を感知器回線に出力するようにしても良
い。
【００９３】
　図９は図８の下り信号における２４ボルトの信号レベル時間を変えた場合のチップセレ
クト検出及びデータ検出を行う図２のデータ検出回路２９及びチップセレクト検出回路３
０の実施形態を示した回路図である。
【００９４】
　図９において、データ検出回路２９には、インバータ５０、５１、ダイオードＤ１、抵
抗Ｒ４及びコンデンサＣ４が設けられ、チップセレクト検出回路３０には、インバータ５
２、ダイオードＤ２、抵抗Ｒ５及びコンデンサＣ５が設けられる。
【００９５】
　インバータ５０は図１０（Ａ）のような電圧パルス信号を入力し、これを反転して図１
０（Ｂ）のクロック検出信号を出力する。データ検出回路２９は、インバータ５０で反転
した図１０（Ｂ）のクロック検出信号がＨレベルのときダイオードＤ１を介してコンデン
サＣ４を急速充電し、ＬレベルになるとコンデンサＣ４から抵抗Ｒ４を介してインバータ
５０のＬレベル出力に至る経路で放電し、図１０（Ｃ）のａ点信号のように変化させる。
【００９６】
　インバータ５１は所定の閾値ＴＨをもっており、ビット値０に対応した短いパルス幅の
放電期間ではａ点信号は閾値ＴＨまで下がらず、インバータ５１から出力されるデータ検
出信号はＬレベルを維持している。このＬレベルのデータ検出信号はクロック検出信号の
立上りでデータ値０として読み込まれる。クロック検出信号がＨレベルに立上るとコンデ
ンサＣ４が再び充電される。
【００９７】
　次のビット値１に対応した長いパルス幅では、クロック検出信号がＬレベルとなってい
る放電期間の間にａ点信号は閾値ＴＨ以下に下がり、閾値ＴＨに低下した時点でインバー
タ５１のからのデータ検出信号はＨレベルとなる。このＨレベルのデータ検出信号はクロ
ック検出信号の立上りでデータ値１として読み込まれる。クロック検出信号がＨレベルに
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立上るとコンデンサＣ４が再び充電される。
【００９８】
　チップセレクト信号検出回路３０は、インバータ５０で反転した図１０（Ｂ）のクロッ
ク検出信号がビット値０に対応してＨレベルからＬレベルに立ち下がると、ダイオードＤ
２を介してインバータ５２の入力も図１０（Ｅ）のｂ点信号のようにＬレベルに立下り、
このためインバータ５２から出力される図１０（Ｆ）のチップセレクト検出信号はＨレベ
ルに立上る。
【００９９】
　続いてクロック検出信号がＬレベルからＨレベルに立上ると、抵抗Ｒ５を介してコンデ
ンサＣ５の充電が開始される。このためインバータ５２の入力は、図１０（Ｅ）のｂ点信
号のように増加するが、インバータ５２の閾値ＴＨに達する前にクロック検出信号がＬレ
ベルとなり、チップセレクト検出信号はＨレベルを維持する。
【０１００】
　次のビット値１に対応したクロック検出信号のＬレベル期間についてもインバータ５２
からのチップセレクト検出信号はＨレベルを維持する。そしてクロック検出信号がＬレベ
ルからＨレベルに立上ると再びコンデンサＣ５の充電が開始され、電圧パルス信号が終了
してクロック検出信号のＨレベル状態が維持されると、その間にコンデンサＣ５の充電に
よるｂ点信号はインバータ５２の閾値ＴＨに達し、チップセレクト検出信号がＬレベルに
戻る。このｂ点信号がコンデンサの充電開始時から閾値ＴＨまで上昇するまでの時間をＴ
2となるようにコンデンサＣ５等で設定されている。
【０１０１】
　また、図５のＥＥＰＲＯＭにおけるアドレス「３８」の格納データについては、データ
サイズである３２ビットに対応して各回線に設けている火災感知器の台数を３２台とした
場合を例にとっているが、これは１回線に接続できる火災感知器の数を最大構成とした場
合であり、最大構成以外の数であれば各感知器回線に必要な数だけの火災感知器を設ける
ことができ、感知器回線の最後に位置する火災感知器を終端用火災感知器とすればよい。
【０１０２】
　図１１は、１８ボルトの監視レベルと２４ボルトの信号レベルの２値で変化する下り信
号につき、信号レベル時間の長短により火災感知器側に対する制御種別を設定した本発明
による下り信号のタイムチャートである。
【０１０３】
　図１１にあっては、火災感知器に対する制御として
（１）応答制御
（２）火災監視制御
（３）火災試験制御
の３つの制御を例にとっている。
【０１０４】
　図１１（Ａ）は応答制御であり、制御データとしてスタートビット、制御コード、アド
レスビットのうちの、制御コードの部分について、この例では２４ボルトの信号レベルの
時間をＴ０に設定している。また図１１（Ｂ）は火災監視制御の下り信号であり、制御コ
ードに対応した２４ボルトの信号レベルの時間をＴ１時間に設定している。更に、図１１
（Ｃ）は火災試験制御であり、２４ボルト信号レベルの時間をＴ２に設定している。
【０１０５】
　このような図１１における３種類の２４ボルト信号レベルの時間の長短を火災感知器側
で検出し、検出時間Ｔ０であれば応答制御を実行し、Ｔ１時間であれば火災監視制御を実
行し、更にＴ２時間であれば火災試験制御を実行することになる。
【０１０６】
　図１２は図１１の各制御機能を備えた本発明で用いる火災感知器４のブロック図である
。
【０１０７】
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　図１２において、火災感知器４には、整流・ノイズ吸収回路２１、発報回路２２、電源
回路２４、信号処理回路２５、検出回路２６、固有信号応答部２７、更に試験回路４６が
設けられる。
【０１０８】
　固有信号応答部２７は図２の実施形態と同様、クロック検出回路２８、データ検出回路
２９、チップセレクト検出回路３０、ＥＥＰＲＯＭ３１、ＥＸ－ＯＲ回路３２及び発報検
出回路３３を備える。これに加えて、火災試験制御のため機能切替回路４５と立下検出回
路４７を設けている。また発報回路２２には、トランジスタ２３に直列に、復旧用のトラ
ンジスタ４８を接続している。
【０１０９】
　ここでデータ検出回路２９は、受信機から送出された下り信号につき、図１１（Ａ）の
応答制御のＴ０時間、図１１（Ｂ）の火災監視のＴ１時間、及び１１（Ｃ）の火災試験制
御のＴ２時間の検出機能を持ち、応答制御及び火災監視制御の検出については機能切替回
路４５に対する出力を停止してＥＥＰＲＯＭ３１の出力をＥＸ－ＯＲ回路３２に供給して
いるが、火災試験制御を検出した際には機能切替回路４５を切換動作し、ＥＥＰＲＯＭ３
１の出力を試験回路４６及び立下検出回路４７に出力するようにしている。
【０１１０】
　このため、火災試験制御のための下り信号によるクロック、データ、チップセレクトの
各信号検出に基づいてＥＥＰＲＯＭ３１から読み出された特定ビット位置のビット値１の
データは機能切換回路４５から試験回路４６に供給され、試験回路４６は検出回路２６の
検出素子を強制的に作動させて試験発報させる。
【０１１１】
　この試験発報による検出回路２６の出力を受けて、信号処理回路２５は火災信号Ｅ２を
ＥＸ－ＯＲ回路３２に出力し、ＥＥＰＲＯＭ３１からの応答信号Ｅ１は０であることから
、ＥＸ－ＯＲ回路３２の出力がハイレベルとなり、トランジスタ２３をオンする。
【０１１２】
　一方、立下検出回路４７は復旧用のトランジスタ４８を常時オン可能状態としているが
、ＥＥＰＲＯＭ３１からのビット値１の出力の立下がりのタイミングを検出してトランジ
スタ４８をオフする。このため火災試験制御の際には、検出回路２６の試験発報でトラン
ジスタ２３をオンした後、ＥＥＰＲＯＭ３１からのビット値１の出力が断たれたタイミン
グでトランジスタ４８がオフし、結果としてＥＥＰＲＯＭ３１のビット値１の出力期間に
亘って火災試験制御による試験発報信号を受信機１に応答することになる。
【０１１３】
　一方、監視時や火災発報時の動作については、機能切替回路４５がＥＥＰＲＯＭ３１の
出力をＥＸ－ＯＲ回路３２に接続しているため、試験制御機能は切り離された状態となり
、図２に示した火災感知器４の場合と同じ受信機１からの下り信号に対する応答動作、あ
るいは火災発報中における検索のための下り信号に対応した応答動作を行うことができる
。
【０１１４】
　図１３は図１２の火災試験制御機能を備えた火災感知器を対象とした制御動作のタイミ
ングチャートである。図１３（Ａ）は下り信号であり、図１１（Ｃ）に対応して、制御コ
ードに対応した下り信号の区間について２４ボルトの信号レベルの時間をＴ２時間とした
下り信号として送出している。
【０１１５】
　このＴ２時間の下り信号は、データ検出回路２９において火災試験制御信号として判別
され、図１３（Ｄ）のデータの制御コードとして例えば火災試験制御を表す制御コード「
１１」が解読される。これに基づき機能切替換回路４５がＥＥＰＲＯＭ３１の出力を試験
回路４６及び立下り検出回路４７に切り換え、制御コードに続くアドレスビットによるア
ドレス「３８」の読出動作で、例えば図１３（Ｅ）のように、データビットＤ３１をビッ
ト値１、それ以外を全てビット値０としていた場合、データビットＤ３１のビット値１の
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出力タイミングで受信機に対し火災試験制御による試験発報電流を送出することができる
。
【０１１６】
　なお、受信機からの下り信号の２つの信号レベルの一方のレベル時間の長短による制御
種別の設定は、図１１における下り信号における２４ボルトの信号レベルの長短の設定以
外に、図３に示したように１８ボルトの監視レベルの時間の長短で設定してもよいことは
もちろんである。
【０１１７】
　また図１１にあっては、火災感知器に設けているＥＥＰＲＯＭ３１の読出制御の制御コ
ードとしてレベル時間を設定して制御種別を決めているが、Ｔ０，Ｔ１，Ｔ２といった異
なる時間長を持つ下り信号を直接、火災感知器に送って、火災感知器側で時間長から制御
種別を判別して、制御処理を直接実行するようにしてもよい。
【０１１８】
　図１４は図１の火災感知器４の他の実施形態を示した回路ブロック図であり、図２の実
施形態で設けていた発報検出回路３３を除いたことを特徴し、他の構成及び動作は図２の
実施形態と同じになる。
【０１１９】
　図１４の実施形態にあっては、受信機１からの下り信号に対し同一回線に接続している
全ての火災感知器が固有のタイミングで応答信号を出力するので、火災時の応答電流は図
１５（Ｆ）に示すように、火災発報した火災感知器の確認応答となるデータビットＤ３１
の読出タイミングにおける火災応答電流の遮断に続いて、残りの全火災感知器のデータビ
ットＤ３１～Ｄ０の読出タイミングで火災応答電流に確認信号の電流が重畳されることと
なる。
【０１２０】
　図１６は、２値で変化する下り信号における２４ボルトの信号レベル時間により火災試
験制御を行う本発明における火災感知器４の実施形態の回路ブロック図である。また、受
信機から送出するデータビットのパルス幅を変化させて制御を行う実施形態である。図１
６の実施形態は、図１４の実施形態にＴ３タイマー６０を設け、Ｔ３タイマー回路６０の
出力を火災試験制御信号Ｅ３として検出回路２６に加えて火災試験を行う。
【０１２１】
　図１７は図１６の実施形態における火災試験制御を、ＥＥＰＲＯＭ３１のアドレス「３
８」における３２ビットデータの中のデータビットＤ３０をビット値１としている火災感
知器、即ち感知器アドレス「３０」の火災感知器に行わせる場合を示している。
【０１２２】
　まず図１７（Ａ）の下り信号に示すように、感知器アドレス「３０」に対応した下り信
号の２４ボルトの信号レベル時間を、所定のＴ３時間に火災試験発報時間Ｔｔを加えた時
間（Ｔ３＋Ｔｔ）としている。
【０１２３】
　一方、火災試験制御を行わないデータビットＤ３１，Ｄ２９～Ｄ０がビット値１の火災
感知器、即ち感知器アドレス「３１」，「２９」～「０」の火災感知器については、下り
信号の２４ボルトの信号レベル時間を所定のＴ０時間としている。
【０１２４】
　このような受信機１からの下り信号に対し、感知器アドレス「３０」の火災感知器にあ
っては、データビットＤ３０の読出しによる応答信号Ｅ１が図１７（Ｄ）のように（Ｔ３
＋Ｔｔ）に亘りＥＥＰＲＯＭ３１から出力されるので、Ｔ３時間を経過した時点で図１７
（Ｅ）のようにＴ３タイマー回路６０が火災試験制御信号Ｅ３をＴｔ時間に亘り検出回路
２６に出力し火災試験動作を行わせる。
【０１２５】
　このとき検出回路２６及び信号処理回路２５が正常であれば、火災検出回路２６が試験
発報し、信号処理回路２５から火災信号Ｅ２が出力され、図１７（Ｆ）のように、データ
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ビットＤ３０の読出しによる応答信号Ｅ１に基づき受信機１に出力されていた応答電流が
断たれる。
【０１２６】
　この場合、受信機１は、応答電流のＴ３時間の立上りと、これに続くＴｔ時間の復旧を
検出して感知器アドレス「３０」の火災感知器は正常と判断する。
【０１２７】
　これに対し検出回路２６及び信号処理回路２５が異常であれば火災信号Ｅ２が出力され
ず、図１７（Ｇ）のように、応答電流はＴ３時間後に復旧せず、（Ｔ３＋Ｔｔ）時間に亘
り出力される。このため受信機１は、応答電流がＴ３時間後に復旧しないことで感知器ア
ドレス「３０」の火災感知器は異常と判断する。
【０１２８】
　更に感知器アドレス「３０」の火災感知器がない場合や完全に故障している場合は、デ
ータビットＤ３０の読出しを行う下り信号における火災試験制御の立上り時に応答電流が
流れないため、これにより受信機１は異常と判断する。このように図１６、図１７に示す
ように、データビットのパルス幅を変化させる実施形態では、特定の端末を指定した各種
の制御を行うことができる。
【０１２９】
　図１８は、２値で変化する下り信号における２４ボルトの信号レベル時間により火災試
験制御を行う本発明における火災感知器４の他の実施形態の回路ブロック図である。
【０１３０】
　図１８の実施形態は、図１６の実施形態のＴ３タイマー６０に代えてＡＮＤ回路６２を
設け、ＡＮＤ回路６２にはＥＥＰＲＯＭ３１からの応答信号Ｅ１とデータ検出回路２９か
らのデータ検出信号が入力され、ＡＮＤ回路６２の出力を火災試験制御信号Ｅ３として検
出回路２６に加えて火災試験を行う。
【０１３１】
　図１９は図１８の実施形態における火災試験制御を、ＥＥＰＲＯＭ３１のアドレス３０
における３２ビットデータの中のデータビットＤ３０をビット値１としている火災感知器
、即ち感知器アドレス「３０」の火災感知器に行わせる場合を示している。
【０１３２】
　まず図１９（Ａ）の下り信号に示すように、感知器アドレス「３０」に対応した受信機
からの下り信号の２４ボルトの信号レベル時間を、火災試験制御信号による検出回路２６
と信号処理回路２５の応答遅れ時間Ｔｄに火災試験発報時間Ｔｔを加えた時間（Ｔｄ＋Ｔ
ｔ）としている。
【０１３３】
　一方、火災試験制御を行わないデータビットＤ３１，Ｄ２９～Ｄ０がビット値１の火災
感知器、即ち感知器アドレス「３１」，「２９」～「０」の火災感知器については、下り
信号の２４ボルトの信号レベル時間を所定のＴ０時間としている。なお、全火災感知器の
火災試験制御をしたければ、データビットＤ３１～Ｄ０の読出しに使用する各下り信号の
２４ボルトの信号レベル時間を（Ｔｄ＋Ｔｔ）時間とすれば良い。
【０１３４】
　このような受信機１からの下り信号に対し、感知器アドレス「３０」の火災感知器にあ
っては、データビットＤ３０の読出しによる応答信号Ｅ１が図１９（Ｄ）のように（Ｔｄ
＋Ｔｔ）時間に亘りＥＥＰＲＯＭ３１から出力されると同時に、データ検出回路２９から
もデータ検出信号が（Ｔｄ＋Ｔｔ）時間に亘り出力され、ＡＮＤ回路６２が火災試験制御
信号Ｅ３を検出回路２６に出力し火災試験動作を行わせる。
【０１３５】
　このとき検出回路２６及び信号処理回路２５が正常であれば、内部遅延時間Ｔｄ後に信
号処理回路２５から火災信号Ｅ２が出力され、図１９（Ｆ）のように、データビットＤ３
０の読出しによる応答信号Ｅ１に基づき受信機１に出力されていた応答電流が断たれる。
この場合、受信機１は、応答電流のＴｄ時間の立上りと、これに続くＴｔ時間の復旧を検
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出して感知器アドレス「３０」の火災感知器は正常と判断する。
【０１３６】
　これに対し検出回路２６及び信号処理回路２５が異常あれば火災信号Ｅ２が出力されず
、図１９（Ｇ）のように、応答電流はＴｄ時間後に復旧せず、（Ｔｄ＋Ｔｔ）時間に亘り
出力される。このため受信機１は、応答電流がＴｄ時間後に復旧しないことで感知器アド
レス「３０」の火災感知器は異常と判断する。
【０１３７】
　更に感知器アドレス「３０」の火災感知器がない場合や完全に故障している場合は、デ
ータビットＤ３０の読出しを行う下り信号における火災試験制御の立上り時に応答電流が
流れないため、これにより受信機１は異常と判断する。
【０１３８】
　本実施形態においては、終端用の火災感知器の返信信号の有無により感知器回線の断線
を判断するが、従来の図２０に示したように、断線監視は感知器回線の終端に接続した終
端抵抗による監視を行い、感知器の正常判断、火災発報端末の特定又は制御を図２の火災
感知器などの構成で行うようにしても良い。
【０１３９】
　また、本実施例の火災感知器においては、ＥＥＰＲＯＭのアドレスビットの読み込み動
作を利用して、感知器機能監視、火災を検出した火災感知器の特定あるいは感知器の制御
を行っているが、これに限らず、火災感知器にＣＰＵを設けて同様の動作を行うようにし
ても良い。
【０１４０】
　例えば、通常監視時の受信機からの確認用の下り信号に対しては、感知器毎に固有に決
まったタイミングで一時的に感知器回線を短絡状態にさせ、火災検出時には感知器回線を
継続して短絡状態にさせ、そして火災発報時の感知器特定時には、短絡状態の感知器回線
を一時的に短絡を解除するなど、同様の動作を行うことができる。
【０１４１】
　さらに、下り信号のパルス幅を可変した制御信号を受けて、いずれか一方の信号レベル
の時間を検出し、検出時間に対応して予め定めた種類の制御処理を実行させる様にしても
良い。この場合にはＥＸ－ＯＲ回路やＥＥＰＲＯＭ等を排除して達成することもできる。
【図面の簡単な説明】
【０１４２】
【図１】本発明の火災報知システムの説明図
【図２】図１の火災感知器のブロック図
【図３】本発明における下り信号と図２のデータ検出回路によるデータ検出処理のタイム
チャート
【図４】図２のデータ検出回路とチップセレクト検出回路の実施形態を示した回路図
【図５】図１の火災感知器におけるＥＥＰＲＯＭのアドレスと記憶データの説明図
【図６】図２のＥＸ－ＯＲ回路による固有信号応答と火災発報の論理表の説明図
【図７】図２の火災感知器におけるＥＥＰＲＯＭの読出しによる固有信号応答動作のタイ
ミングチャート
【図８】ＥＥＰＲＯＭの読出クロックが不揃いとなる場合の図２のデータ検出回路による
他のデータ検出処理のタイムチャート
【図９】図８のような下り信号に対しチップセレクト検出信号及びデータ検出を行う図２
のデータ検出回路及びチップセレクト検出回路の実施形態を示した回路図
【図１０】図９における各部の信号波形を示したタイムチャート
【図１１】時間の長短により制御種別を設定した本発明の下り信号のタイムチャート
【図１２】火災試験機能を備えた本発明で用いる火災感知器のブロック図
【図１３】図９の下り信号を用いて図１０の火災感知器の火災試験制御を行った場合の応
答動作のタイミングチャート
【図１４】図１の火災感知器の他の実施形態を示した回路ブロック図
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【図１５】図１４の火災感知器におけるＥＥＰＲＯＭの読出しによる固有信号応答動作の
タイミングチャート
【図１６】下り信号の２４ボルト信号レベル時間により火災試験制御を行う本発明におけ
る火災感知器の実施形態の回路ブロック図
【図１７】図１６の火災感知器における火災試験制御のタイミングチャート
【図１８】下り信号の２４ボルト信号レベル時間により火災試験制御を行う本発明におけ
る火災感知器の他の実施形態の回路ブロック図
【図１９】図１８の火災感知器における火災試験制御のタイミングチャート
【図２０】従来のＰ型の火災報知システムの説明図
【図２１】下り信号を３値の電圧レベルとした従来のＰ型の火災報知システムにおける感
知器応答動作のタイミングチャート
【符号の説明】
【０１４３】
　　　１：受信機
　　　４：火災感知器
　　　６：ＭＰＵ
　　　７－１～７－ｍ：監視回路部
　　　８：操作部
　　　９：警報表示部
　　　１０：地区表示部
　　　１１：移報出力部
　　　１２：メモリ
　　　１３：受信制御部
　　　１４：監視制御部
　　　１５：電圧制御回路
　　　１６：出力バッファ回路
　　　１７：電流検出回路
　　　１８－１～１８－ｍ：感知器回線
　　　２１：整流・ノイズ吸収回路
　　　２２：発報回路
　　　２３，４８：トランジスタ
　　　２４：電源回路
　　　２５：信号処理回路
　　　２６：検出回路
　　　２７：固有信号応答部
　　　２８：クロック検出回路
　　　２９：データ検出回路
　　　３０：チップセレクト検出回路
　　　３１：ＥＥＰＲＯＭ（不揮発性メモリ）
　　　３２：ＥＸ－ＯＲ回路
　　　３３：発報検出回路
　　　３４：反転アンプ
　　　３５，３９，４２：時定数回路
　　　３６，４０，４１，４３：コンパレータ
　　　３７：ＡＮＤゲート
　　　３８，４４：ＲＳ－ＦＦ
　　　４５：機能切替回路
　　　４６：試験回路
　　　４７：立下検出回路
　　　６０：Ｔ３タイマー
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　　　６２：ＡＮＤ回路

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】



(21) JP 4699707 B2 2011.6.15

【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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【図１１】 【図１２】

【図１３】 【図１４】
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【図１５】 【図１６】

【図１７】 【図１８】
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